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研究成果の概要（和文）：翻訳プロセスに対する反省的検討を促すメタラベルとそれに基づく翻訳手続の可視化
診断機能を備えた翻訳学習者向けシステム「みんなの翻訳実習」（Minna no Hon'yaku for Translator 
Training）を構築し公開した。診断的可視化は、基本役割・タスク統計・レファレンス参照統計・翻訳修正統
計・コミュニケーション統計からなる。
翻訳知のモデル化と翻訳知活用メカニズムの開発。英日を中心に、協力大学で統制的な翻訳学習利用実験を行
い、協調行動、訳文作成、辞書参照データを蓄積するとともにその分析を進め、訳文修正手続の構造化を実現し
た。試験利用者の協力のもと、その有効性を検証した。

研究成果の概要（英文）：We have developed and released Minna no Hon'yaku for Translator Training 
(MNH-TT), which record actions taken by trainee translators and show them with visual interface so 
that trainee translators can reflectively examine their actions taken during their  translation 
process. The system is provided with Japanese, English, Chinese, Korean, German and French 
interface. Use manual is provided in English and Japanese.
In the process of developing - and using - MNH-TT, we described and modelled actions taken by 
trainee translators and translation teachers from several points of view, i.e. roles in the project,
 tasks, revisions and reference lookups. We postulated the decision procedure for revisions and 
validated the effectiveness of the procedure.

研究分野： 図書館情報学

キーワード： 知識アーカイヴ　翻訳知　協調翻訳　翻訳教育　機械翻訳

  ３版



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
図書館情報学の観点から：デジタル情報流通
の定着により、明示的に記録された知識だけ
でなく、暗黙の知識も、行動ログ等を通して
間接的にアーカイヴ化する可能性が広まっ
ている。購買行動や情報探索行動のログなど
がマーケティングで活用されている一方、暗
黙の知識を含めた専門的知識のアーカイヴ
化は概ね記述的なものに留まっており知識
移転へ向けた研究が求められる。ここでキー
となるのは暗黙の知識を表現するメタ言語
の定義である。 
翻訳学の観点から：翻訳プロセスのプロジェ
クト化に伴い、翻訳ができること（翻訳力）
だけでなく翻訳について説明できること（翻
訳者力）が求められている。また、非専門家
の協調による翻訳も、ネットを中心に急増し、
非常に重要なものとなっている。これを支援
する環境も現れているが、扱われる範囲は部
分的であり、非専門家の翻訳技術向上も未解
決の課題である。こうした翻訳活動を支援す
る環境の構築は、暗黙の知識を含めた翻訳知
を定式化し供すること、それを通して翻訳力
とともに翻訳者力も育成することを含め、翻
訳学における重要課題の一つである。 
社会的背景：グローバル化と拡大する多言
語・多文化社会の中で、専門家による翻訳だ
けでなく非専門家による翻訳が、コミュニケ
ーションの要となっている。災害時のように
翻訳に高い正確さが求められる場合も多い
ことから、非専門家も含めた高精度の協調翻
訳を促す環境の構築は世界的に喫緊の課題
である。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 翻訳知をアーカイヴ化する手法の開発と
プラットフォームの構築、(2) アーカイヴを
用いた翻訳知の記述的明確化とモデル化、(3) 
翻訳知を活用した共同翻訳の促進と翻訳技
術向上のための能動的支援メカニズム・環境
の開発、を目的とする。また、翻訳学校での
利用を通した実証評価を行う。 
 
３．研究の方法 
 
システム設計と開発、翻訳プロセスの実証分
析とメタ言語の設計、コーパス分析とコーパ
スに基づく言語処理メカニズムの学習、試験
利用を通した実証評価。 
 
４．研究成果 
 
目的のうち(1)と(2)についてはほぼ当初予定
通りの成果を出すことができた。開発したシ
ステム「みんなの翻訳実習」は、現在
https://edu.trans-aid.jp/で運用している（サ
ーバは研究終了に伴い移行する予定である
のでアドレスは今後変更するかもしれない）。

試験利用には事前の組織及び組織代表者の
登録が必要である。システムは、日英中韓仏
独のインタフェースを備えており、原則とし
て言語に依存せず活用できるが、システムが
提供する資源は英日等いくつかの言語対に
限られている。また、起点言語文書の下処理
の観点から機能の一部は英語、日本語、韓国
朝鮮語、中国語にのみ対応している。(2)の記
述的明確化のために、プロセスを記述するメ
タ言語を、プロジェクトにおけるロールとタ
スク、翻訳修正のイシューカテゴリ、参加者
間のコミュニケーションを記述するダイア
ログアクトカテゴリ、情報参照カテゴリの４
フェーズにおいて定義した。利用者はこれら
のカテゴリを該当する行動において指定す
ることで、利用を通して翻訳プロセスに関す
る言語操作上の知識が蓄積される。これらの
カテゴリはまた翻訳学習の診断と検討にお
けるメタ言語として機能する。(3)については
当初予定よりも言語処理応用として実装さ
れる領域が減り、むしろ人間が利用する診断
手続きとしての定式化に重点を置くことと
なった。これは、当初予定よりも「そもそも
何が」が曖昧でわかられていないことがわか
ったこと、それゆえ「どのように」の定式化
の前に、「何が」を明らかにするための支援
メカニズムを開発することが重要であると
認識したことによる。 
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